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研究成果の概要（和文）：　本研究は現代演劇の理論と実践におけるドラマトゥルギーの今日的展開を論じるも
のである。3年間にわたった本研究は数多くの成果を生み出した。英語の単行本（共編著1件、分担執筆1件）、
フランス語の演劇専門誌の共同編集1件（論文も発表）、日本語の単行本（分担執筆2件）および学会誌（特集の
責任編集1件）を出版し、そのほかに8本の論文を発表し、国際学会・シンポジウムにおいて計6本の研究発表を
行った（うち英語で4本、日本語で2本）。実施した聞き取り調査のうち9本を紙面上ないしインターネット上で
発表したほか、ドラマトゥルギーに関連する重要な文献5件について、解説を付した翻訳が刊行される予定であ
る。

研究成果の概要（英文）：　This research project aimed at understanding and analyzing the '
dramaturgy' in contemporary performing arts both theoretically and practically. This three-year 
research project was highly successful and produced a good number of results which include (co-)
editing of three collective publications (one in English, another in French and the other in 
Japanese) and participation in three collective publications as an author (one in English and two in
 Japanese), publication of eight articles, of nine interviews with theatre artists and 
administrators, and of five translations of theoretical writings related to dramaturgy, as well as 
presentations of six papers given orally at international academic meetings and symposia. 

研究分野：演劇学、文化政策学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究においては、その成果の相当部分を活字出版や口頭発表によって公表・公開し、研究の果実を社会に還
元することができた。そうした成果の中には、日本はもちろんのこと、英語圏やフランス語圏で発表されたもの
が数多く含まれ、特に、代表者が共同責任編集を務め、フランス語で刊行された演劇専門誌の日本特集号は、刊
行以来とりわけ高い評価を受けた。これらはまた国外の研究者との協働の成果でもある。本研究はドラマトゥル
ギーの実践と理論の今日的展開を明らかにするだけでなく、それを介して国際的な学術交流、芸術交流の発展に
も少なからず寄与することができたものと自負している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
今日の演劇研究において、ドラマトゥルギーをめぐる議論は世界的にきわめて活発であり、
英語圏やフランス語圏では重要な著作・論文集の刊行が相次いでいる。このように演出からド
ラマトゥルギーへと研究関心が拡大・移行し、ドラマトゥルギーが注目を集めている背景には、
1）1980 年代以降にドラマトゥルク（演出家／振付家、劇場監督の知的・芸術的補佐役）の活
動領域が大きく拡大したこと、2）世界的に著名な演出家／振付家の創造活動をドラマトゥル
クが支えてきたこと、3）ドラマトゥルクが自らを組織化し、フォーラム、シンポジウム、著
作において熱心にその実践について語り、ドラマトゥルギーとドラマトゥルクに関する困難な
理論化をあえて試みてきたことがある。 
 日本においてもドラマトゥルクを名乗って活動する者が増加し、ドラマトゥルクの存在は近
年、注目を集め、議論や人材育成の対象となることも増え、2015 年 2 月には日本ドラマトゥル
ク連絡会も発足した。一方、日本における貴重かつ希有な先行研究の一つである平田栄一朗『ド
ラマトゥルク』（2010）においても、ドラマトゥルギーはもっぱらドイツ（型）の劇場におい
てドラマトゥルクが所属する部署とその活動として位置づけられているが、実際にはドラマト
ゥルクとドラマトゥルギーの関係はもっと複雑なものである（たとえばドラマトゥルクのいな
いところにもドラマトゥルギーを読みとることは可能である）。日本では、現代におけるドラマ
トゥルギーに関する理論的議論は依然として充分になされているとはいえない状態であり、さ
らなる展開が待たれている。 
研究代表者は、2013 年度に自らが責任者となって、「新しい演劇人＜ドラマトゥルク＞養成
プログラム」（早稲田大学文学部演劇映像コース）を実施し、日本においてドラマトゥルギーの
理論と実践を結びつけることを試みた。そこで得られた知見と経験をもとに、2014 年に「演劇
とドラマトゥルギー 現代演劇におけるドラマトゥルギー概念の変容に関する一考察」という
論文を執筆し、同内容をストラスブール大学での国際シンポジウムでフランス語で発表し、後
に早稲田大学文学研究科紀要に日本語で発表した。本研究はそれらを出発点として、その延長
線上に位置づけられるものである。 
 
 
２．研究の目的 
 
ドラマトゥルギー概念・実践は、戯曲のドラマトゥルギー、すなわち「戯曲の構成／創作に
あたっての原則、およびその技術」という古典的定義から出発しながら、近年ではテクストの
みならず、上演作品の構成、演劇以外の舞台芸術作品、劇場の活動についてもドラマトゥルギ
ーを問題にすることができるまでに、意味内容が拡大・多様化・複雑化している。今日のドラ
マトゥルギーの概念には 1）「戯曲の構成／創作（composition）の技芸」（プチ・ロベール辞典）、
「劇作術」、2）「テクストから舞台への移行」（Bernard Dort）に関わる思考・実践、とりわけ
現代では「パフォーマンスの構成を規定する技術／理論」（Marco De Marinis）、「舞台作品の
組織化・構造化の原則」、3）「劇場の（ドラマトゥルクが企画・実施する）活動、およびその
原則」といった、重なり合いつつも異なる複数の意味が含まれているといえる。本研究は 1）
テクストのドラマトゥルギー、2）上演作品のドラマトゥルギー、3）劇場のドラマトゥルギー
を研究対象として、ドラマトゥルギー概念・実践の歴史的変容を分析するとともに、今日の実
践におけるドラマトゥルギーの特徴を理論的に考察することを目的とする。 
 
 
 



３．研究の方法 
 
研究の方法を大きく述べると、以下の通りである。まず第一に、研究の基盤となる理論研究
として、関連資料（主にフランス語・英語・日本語）を広く収集すると同時に、重要とされる
著作の精読を進める。それと並行して、日本、およびヨーロッパと北米のフランス語圏（フラ
ンス、ベルギー、カナダ）とその周辺に位置する劇場やフェスティバルに実際に赴いて、上演
作品やテクストを分析し、劇場・フェスティバルの活動を調査し、アーティスト（作家・演出
家・振付家・ドラマトゥルク）、劇場関係者、文化政策関係者に対して聞き取り調査を行う。そ
うして得られた情報・知見を整理しながら、学会やシンポジウムにおける発表を準備し、論文
を執筆・投稿し、さらに書籍や雑誌特集を企画・編集することを通じて、研究成果を日本語・
英語・フランス語で公表し、広く社会・学界・演劇界に還元する。 
 
 
４．研究成果 
 

本研究においては 3年間のうちに数多くの成果を上げることができた。クリストフ・トリオ
ー（パリ・ナンテール大学教授）とともに、フランス語圏を代表する演劇専門誌 Alternatives 
théâtralesの特別号 « Scène contemporaine japonaise » の責任編集を担当し、全論考の査読・
校閲を担当し、イントロダクションを兼ねた論文を執筆し、日本現代舞台芸術のドラマトゥル
ギーを包括的に論じた。また、『演劇学論集 日本演劇学会紀要』第 66 号の特集「ドラマトゥ
ルクとドラマトゥルギー」の責任編集を単独で担当し、4 本の論文について査読・助言を行う
とともにイントロダクションを執筆した。また、ピーター・エカソル（ニューヨーク市立大学
教授）、エド・シア（ニュー・サウス・ウェールズ大学教授）とともにThe Dumb Type Reader
の共同編集を務めるとともに、合わせて論文を執筆・発表した。さらに、分担執筆者として英
語の論文集 1冊、日本語の論集 2冊に参加した。ここまでで、英語の論文 2本、フランス語の
論文 1本が、日本国外で発表されたことになる。これらに加えて、日本語で 8本の雑誌論文を
執筆・発表した。 
日本語および英語で計 6回の学会発表を行った。いずれもドラマトゥルギーに関わるもので
あるが、特にシンガポールにおける 2016 年の 2 本の講演はアジア・ドラマトゥルク・ネット
ワークの創設シンポジウムにおける招待講演であった。 
そのほかにも論文のかたちをとらない数多くの研究成果を発表した。本研究を実施する中で
数多くの関係者に聞き取り調査を行ったが、その中でもディディエ・フュジリエ、カティア・
アルファラ、ダニエル・ジャンヌトー、パスカル・ランベールに対するものはインターネット
上に発表されている。また岡田利規、松井周、岩井秀人、タニノクロウ、川口隆夫という 5人
の日本人アーティストに対してインタビューした結果をまとめた原稿は、上記の Alternatives 
théâtralesの日本特集号に掲載された。 
ドラマトゥルギーに関係する翻訳も精力的に行った。ワジディ・ムワワドの『岸 リトラル』
の戯曲を翻訳し、世田谷パブリックシアターにおける稽古・上演のために、そのドラマトゥル
ギーを分析した。日本演劇学会が中心となって 2019 年 7 月に刊行する予定の『西洋演劇論ア
ンソロジー』においては、アドルフ・アッピア、ジャン・ヴィラール、ジャン・ジュネ、ロラ
ン・バルト、ベルナール・ドルトの論考を選択し、日本語に翻訳し（既訳を用いざるを得なか
ったバルトを除く）、解説を執筆したが、それらはいずれもドラマトゥルギーの概念と実践に深
く関わるものであった。 
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